
主な内容として、前回会議の中で意見があった「統合校として干潟中の活用」また

「干潟中で小中一貫校」という点に関して、学校再編計画策定委員会の中で検討された

内容について説明しました。

また、近隣市の統合事例として、小学校

５校を１校に統合した香取市立山田小学校

について、スクールバスの運行状況や統合

後に行ったアンケート結果などの説明をし

ました。
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８月２９日（火）午後６時３０分から干潟公民館１階ホールにおいて、萬歳小学校地域

検討会議を開催しました。

今回の会議では「旭市学校再編基本方針の策定経緯」、「小中一貫教育・義務教育学校

について」、「事例紹介（香取市立山田小学校）」、「事例紹介（学校の跡地活用）」を

議題としました。

第３回会議開催予定 日時：令和５年１０月４日（水）午後６時３０分から

場所：干潟公民館１階ホール

※この会議は傍聴することができますが、会場内のスペースの関係により定員を10名とします。あらかじめ
ご了承ください。

－保護者と地域の協働による検討会議－

第２回地域検討会議の様子

その後行った意見交換では、古城小学校へ統合することについて委員の賛否を伺いま

した。賛成とする声がある一方で、統合自体はやむを得ないが「古城小に行ったことが

ないのでまだ賛成とは言えない」、「もっと広域で統合してもいいのではないか」など

の意見がありました。（詳細は裏面に掲載）

今回の意見を踏まえ、次回の会議でも協議・検討をしながら方向性をまとめていくこ

とになります。

第２回萬歳小学校の再編に係る

地域検討会議を開催しました
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○児童の数が徐々に減っているのが現実なので、統
合してもらいたい。スクールバスの停留所は何箇所
か作ってもらいたい。

○賛否についてはやむを得ないと思う。数年かけて
この基本方針ができているので、これがベストな形
なんだと思う。

○反対ではないが、古城小でいいとはまだ言い切れ
ない。行ったことがないので、敷地の大きさや、周
りに車が置ける場所があるかなどわからない。

○統合については仕方がないと思う。スクールバス
の停留所は保護者の負担軽減のために何箇所か作っ
たほうがいいと思う。

○特に反対ではなく仕方がないと思う。ただ３校で
統合してもまた児童数が減って統合になるんであれ
ば、もっと増やして統合してもいいのでは。

○一応賛成。できれば早く進めてもらいたい。児童
の安全面が一番なので、土砂災害警戒区域は解消し
てもらいたい。

○これだけ児童生徒数の減少があれば致し方ないと
思う。中学校も３年後には単学級になり得るという
ことに非常に危機感を感じる。

○子どもたちがたくさんいて、元気に賑やかに勉強
や運動ができたほうがいいと思うので賛成。

○賛成というよりも致し方ないというのが正直なと
ころ。統合する前に児童の触れ合いや保護者の触れ
合いを増やしてくれるか不安はある。

○説明を聞いて、古城小の統合にはほぼ賛成という
ところまで思わせてもらった。スクールバスのバス
停については１か所だけでは現実的に難しいと思う。

○統合については人数の関係で致し方ないと思う。
ただ立地については、中学校のことも含めて考えて、
もう少しいい案があるのではないか。

○統合については致し方ない。ただ３校で統合する
のであれば、もう少し広い地域でやってもいいのか
と思う。

○中学校はバスを活用して飯岡中や海上中に行くよ
うにして、小学校は新しく建てるという方法もある
のではないか。

○賛成。萬歳地域が寂しくならないように学校跡地
を有効活用して、人が集まれるようにしてもらいた
い。

○話を聞いている限りではもう致し方ないと思う。
児童の安全や健康に配慮してくれればそれでいい。

○統合については一応賛成。とりあえず古城小に統
合して、その後にまた別のところに再編できるよう
な形でいければいいと思う。

○古城小がどういう環境なのかわからないので、賛
成か反対かはまだ答えられない。

○土砂災害特別警戒区域が隣接している関係で、古
城小への統合はまだ賛成できない。児童数を見たと
きにもっと広域統合も視野に入れる必要がある。

下限値を下回る可能性あり

旭市学校再編基本方針の策定経緯

学校のあり方検討委員会
（H28.7~H30.3 全６回）

旭市学校再編計画策定委員会
（R元.7~R3.3 全13回）

旭市学校再編基本方針発行

干潟地域のみで小中一貫にした場合の児童生徒数の推移・推計

配付資料の一部抜粋

委員から出た意見（要約）

基本方針で設定する下限値

小学校：１学年２０人程度 中学校：１学年２学級以上

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

R03 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11
1年生 48 40 39 31 30 28 25 31 20
2年生 31 47 41 39 31 30 28 25 31
3年生 59 31 47 41 39 31 30 28 25
4年生 49 59 32 47 41 39 31 30 28
5年生 55 49 58 32 47 41 39 31 30
6年生 60 53 49 58 32 47 41 39 31
中1 49 56 44 49 58 32 47 41 39
中2 40 49 56 44 49 58 32 47 41
中3 45 41 49 56 44 49 58 32 47
合計 436 425 415 397 371 355 331 304 292


